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第５章 計画の目標 

（１）温室効果ガス排出量の削減目標 

わが国は、2050 年にカーボンニュートラルを達成することを宣言しています。

2050 年のわが国では、電気を作る際に排出される二酸化炭素はなくなる（または回

収される）とされており、そのような社会の実現に向けて、わが国はさまざまな取組

を率先して推進しています。 

このような状況のもと、本市は 2050 年に向けてカーボンネガティブを目指して

いきます。そのためには、2050 年までのできるだけ早い段階でカーボンニュートラ

ルを達成するという、高い目標設定が必要不可欠となります。 

 

■国東市カーボンネガティブ宣言（左）と環境大臣からのメッセージ（右） 
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そこで、本市の温室効果ガス排出量の削減目標は、国の地球温暖化対策計画よりも

高い目標を設定することとします。国の目標は「2030 年度までに 46%削減」し、

「2050 年までにカーボンニュートラルを達成」ですが、本市は、「2030 年度まで

に 56％削減」し、なるべく早い段階でカーボンニュートラル達成した後、「2050 年

度までにカーボンネガティブを達成」することを目標として掲げることとします。 

 

■温室効果ガス排出量の削減目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜本計画の目標＞ 

2030 年度における温室効果ガスの排出量 

56％ 削減（2013 年度比） 
排出量：121,790 t-CO2 

（2013 年度より-154,887 t-CO2） 

2013 年度における温室効果ガス排出量 276,677 t-CO2 

○なるべく早い段階で… 

温室効果ガスの排出量と吸収量 

排出量 ＝ 吸収量 
（カーボンニュートラルの達成） 

＜最終目標＞ 

2050 年度における温室効果ガスの排出量と吸収量 

排出量 ＜ 吸収量 
（カーボンネガティブの達成） 
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（２）計画目標（2030 年度）達成にむけた部門・分野別削減率の目安 

本市は、2050 年度までのカーボンネガティブ達成を見据え、2030 年度に温室

効果ガス排出量を基準年度比で 56％削減することを目指します。そのためには、市

域のあらゆる場所・部門において、温室効果ガス排出量の削減のための取組を促進し

ていく必要があります。 

BAU ケースにおける将来推計では、2030 年度の排出量は 177 千 t-CO2 です。

目標を達成した場合の 2030 年度の温室効果ガス排出量は 122 千 t-CO2 であるた

め、追加の対策で 55 千 t-CO2 を削減する必要があります。 

本市の各部門における温室効果ガス排出量削減の目安を示します。 

 

■温室効果ガス排出量削減の目安 
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BAU ケース 
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■部門別温室効果ガス排出量削減の目安 

 

温室効果ガス排出量・削減⽬安 
【参考】 

国の温対計画
の削減⽬標 

排出量（t-CO2） 
削減⽬安 2013 

年度 
2020 
年度 

2030 
年度 

エネルギー起源 ⼆酸化炭素 250,550 176,310 103,352 -59% -45% 
 産業部⾨ 76,282 61,144 41,890 -45% -38% 
 業務その他部⾨ 42,923 25,476 4,703 -89% -51% 
 家庭部⾨ 54,671 28,897 11,296 -79% -66% 
 運輸部⾨ 76,673 60,793 45,462 -41% -35% 

⾮エネルギー起源 ⼆酸化炭素 4,025 5,306 3,181 -21% -14% 
 廃棄物分野 4,025 5,306 3,181 -21% -14% 
メタン 16,174 13,139 10,601 -35% -14% 
 燃料燃焼分野 48 33 29 -41% -14% 
 農業分野 15,905 12,865 10,276 -35% -14% 
 廃棄物分野 221 241 297 -34% -14% 
⼀酸化⼆窒素 5,929 6,004 4,655 -22% -14% 
 燃料燃焼分野 570 381 322 -44% -14% 
 農業分野 5,026 5,308 4,019 -20% -14% 
 廃棄物分野 333 315 315 -5% -14% 

合計 276,677 200,759 121,790 -56% -46.0% 

  


